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№94

令和７年 冬 号

第第３３００回回  落落合合第第一一地地域域セセンンタターーままつつりり  

ビビババ！！おおちちああいい  
令令和和 88 年年 33 月月 1144 日日((土土))  

近近づづききままししたたらら町町会会掲掲示示板板ななどどででおお知知ららせせししまますす  

                                

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
バ
ス
は
定
刻
の
7

時
45
分
に
落
合
を
出
発
し
ま
し
た
。 

首
都
高
速
に
の
り
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で

休
憩
。
海
ほ
た
る
の
5
階
か
ら
な
が
め

る
東
京
湾
に
改
め
て
感
動
! 

最
初
の

目
的
地
ド
イ
ツ
村
に
向
か
い
ま
し
た
。 

正
式
名
称
は
東
京
ド
イ
ツ
村
と
言
う
そ

う
で
す
が
、
千
葉
県
に
あ
る
の
に
何
故
東

京
？
と
の
疑
問
が
湧
い
た
の
で
調
べ
て
み

ま
し
た
。
１
９
９
７
年
の
東
京
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
の
開
通
に
よ
っ
て
、
東
京
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
格
段
に
良
く
な
っ
た
か
ら
。
こ

の
名
前
は
首
都
圏
か
ら
の
集
客
を
狙
っ
た

も
の
で
あ
り
、
千
葉
県
に
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
親
し
み
や
す
く
国
際
的
な
Ｐ
Ｒ
も

し
や
す
い
と
言
う
理
由
も
あ
っ
た
か
ら
だ

そ
う
で
す
。 

ド
イ
ツ
村
で
は
、
赤
や
黄
色
等
々
の
花

が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
斜
面
い
っ
ぱ
い

咲
く
花
の
中
を
散
策
す
る
姿
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
ド
イ
ツ
ソ
ー
セ
ー
ジ
楽
し
ん
で
い
る
人

も
多
く
い
ら
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

マ
ザ
ー
牧
場

で
は
時
間
の
都

合
上
残
念
な
が

ら
子
豚
の
レ
ー

ス
や
バ
ン
ジ
ー

ジ
ャ
ン
プ
に
は

間
に
合
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

夕
暮
れ
時
に
は

霧
が
発
生
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
園

内
で
は
、
幻
想
的
な
時
間
を
体
験
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。 

 

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
美

味
し
そ
う
に
お
肉
を
頬
張
る
方
々
が
満
足

そ
う
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

帰
り
の
バ
ス
は
渋
滞
等
で
約
1
時
間

ほ
ど
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
心
も
お

腹
も
満
た
さ
れ
た
楽
し
い
一
日
で
し
た
。 

1100
月月
1122
日日
（（日日
））落落
一一
地地
区区
88
町町
会会
総総
勢勢
約約
220000
名名
がが
ババ
スス
55
台台
にに
乗乗
りり
、、  

千千
葉葉
県県
のの
東東
京京
ドド
イイ
ツツ
村村
・・ママ
ザザ
ーー
牧牧
場場
にに
行行
っっ
てて
来来
まま
しし
たた
。。  

落
一
交
歓
会 

      

房
総
バ
ス
の
旅 
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千手観音像 
平安時代(810 年)建立 

←←ススママーートトフフォォンンははここちちららかからら  

運運
営営
委委
員員
会会
だだ
よよ
りり  

  

◆◆  

地地
域域
セセ
ンン
タタ
ーー
企企
画画
部部 

 

11
月
15
日(
土) 

大
谷
資
料
館
と 

リ
ッ
チ
な
和
食
ラ
ン
チ
の
旅 

 

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、
参
加
者
48
名
を

乗
せ
た
バ
ス
は
栃
木
に
向
け
、
朝
8
時
に

地
域
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
ま
し
た
。 

 

大
谷
資
料
館
は
、
深
さ
３０
ｍ
、
広
さ
2

万
㎡
の
大
谷
石
の
地
下
採
掘
場
跡
。
大
正

8
年
の
手
掘
り
と
、
昭
和
３４
年
以
降
の

機
械
掘
り
と
の
違
い
も
分
か
り
、
想
像
以

上
に
奥
深
く
、
地
上
か
ら
差
し
込
む
光
が

と
て
も
神
秘
的
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

大
谷
寺
は
日
本
屈
指
の
洞
窟
寺
院
で
、

ご
本
尊
は
岩
に
掘
ら
れ
た
高
さ
４
ｍ
の
千

手
観
音
「
大
谷
観
音
」
の
名
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
寺
の
門
前
に
あ
る
高
さ
27
ｍ
の

平
和
観
音
像
は
、
大
谷
石
の
石
切
り
場
跡

に
世
界
平
和
を
祈
り
、
手
掘
り
で
６
年
を

か
け
て
昭
和
29
年
に
完
成
し
た
も
の
だ

そ
う
で
す
。 

            

見
学
を
終
え
て
い
よ
い
よ
日
本
料
理

「
に
し
き
」
で
の
昼
食
で
、
お
肉
が
柔
ら

か
く
美
味
し
か
っ
た
と
評
判
も
上
々
。 

そ
し
て
「
道
の
駅
し
も
つ
け
」
で
は
、

お
い
し
そ
う
な
品
々
に
つ
い
つ
い
手
が
出

て
し
ま
っ
た
の
か
、
大
き
な
エ
コ
バ
ッ
ク

を
抱
え
て
い
る
方
を
お
見
掛
け
し
ま
し
た
。

 

参
加
者
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
満
足
い
た
だ

け
た
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
安
全
に
バ
ス
旅
行
を
終
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。 

《《  

ここ
れれ
かか
らら
のの
予予
定定  

》》  

 

◆◆  

新新
春春
セセ
ンン
タタ
ーー
寄寄
席席 

出出  

演演  
  

立立  

川川  

雲雲  

水水  

師師  

匠匠  
 

立
川
流
の
落
語
家
で 

出
囃
子
は
「
自
転
車
節
」 

1988
年
11
月
七
代
目
立
川
談
志
に
入
門 

2009
年
12
月
に
真
打
と
な
り
、
立
川
雲
水

と
改
名
。
立
川
流
で
は
あ
る
が
上
方
落
語

を
し
ゃ
べ
る
。 

 

日 

時 

令
和
8
年
1
月
24
日(

土) 

午
後
1
時
30
分 

受
付
開
始 

午
後
2
時 

開
演 

会 

場 

落
合
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー 

４
階
ホ
ー
ル 

募
集
人
員 

100
名(

先
着
順) 

演
目
は
お
楽
し
み
で
す
。 

 

◆ 

新新
春春
ココ
ンン
ササ
ーー
トト  

出出  

演演  
  

梅梅  

津津  

かか  

おお  

りり  

ささ  

んん  

（（
ソソ
ププ
ララ
ノノ
歌歌
手手
））  

令
和
8
年
2
月
7
日 

内
容
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
す
。
詳
し
く

は
掲
示
板
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◆◆  

第第
3300
回回
記記
念念  
ビビ
ババ
！！
おお
ちち
ああ
いい  

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
の
実
行
委
員
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

各
階
毎
に
運
営
委
員
が
分
か
れ
て
、
何
を

や
ろ
う
、
こ
れ
を
や
ろ
う
と
話
し
合
い
が
も

た
れ
て
お
り
ま
す
。 

運
営
委
員
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
。
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
の
お
願

い
の
お
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
に

は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

う

ん 
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地地
域域
のの
おお
知知
らら
せせ  

◆ 

町町
内内
夜夜
警警  

落
合
第
一
地
区
の
８
つ
の
町
会
と
２

つ
の
消
防
団
で
は
、
地
域
の
安
全
と
安

心
を
守
る
た
め
、
今
年
も
歳
末
夜
警
を

実
施
し
ま
す
。 

中中
落落
合合
二二
丁丁
目目
町町
会会  

12
月
22
日(

月) 

～ 

26
日(
金) 

午
後
8
時
～ 

中中
落落
合合
三三
丁丁
目目
やや
よよ
いい
町町
会会  

12
月
23
日(

火) 

～ 

27
日(

土) 

午
後
8
時
～ 

中中
落落
合合
一一
丁丁
目目
みみ
どど
りり
町町
会会  

12
月
24
日(

水) 

～ 

27
日(

土) 

午
後
8
時
～ 

12
月
28
日(

日) 

午
後
7
時
30
分
～ 

下下
落落
合合
四四
丁丁
目目
町町
会会  

12
月
25
日(

木) 

～ 

28
日(

日) 

午
後
7
時
～ 

上上
落落
合合
東東
部部
町町
会会  

12
月
25
日(

木) 

～ 

28
日(

日) 

午
後
8
時
～ 

下下
落落
合合
東東
町町
会会  

12
月
26
日(

金) 

午
後
7
時
～ 

12
月
27
日(

土) 

～ 

30
日(

火) 

午
後
9
時
～ 

高高
田田
馬馬
場場
住住
宅宅
ココ
ムム  

12
月
27
日(

土) 

午
後
6
時
～ 

下下
落落
合合
町町
会会
知知
久久
会会  

12
月
28
日(

日) 

～ 

30
日(

火) 

午
後
8
時
～ 

 

新新
宿宿
消消
防防
団団  

第第
1100
分分
団団  

12
月
29
日(

月) 

～ 

30
日(

火) 

午
後
8
時
～ 

新新
宿宿
消消
防防
団団  

第第
1111
分分
団団  

12
月
29
日(

月) 

～ 

30
日(

火) 

午
後
7
時
～ 

詳
細
は
、
各
町
会
の
掲
示
板
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

 
◆ 
第第
4455
回回
落落
合合
第第
一一
地地
区区  

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
スス
ポポ
ーー
ツツ
大大
会会  

11
月
3
日(

月
・
祝)

落
合
中
学
校
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

 

ビビ
ーー
チチ
ボボ
ーー
ルル
ババ
レレ
ーー  

優優  

勝勝  

落落
合合
爆爆
笑笑
族族
ΣΣ  

三
浦
汰
一
・
三
浦
康
平
・
尾
嶋
朗
揮
・ 

佐
久
間
彩
花
・
大
沢
み
い
な
・ 

久
保
陽
菜 

 

ユユ
ニニ
カカ
ーー
ルル  

優優  

勝勝  

うう
ささ
ぎぎ  

渡
辺
謙
一
・
村
上
雄
三
・
青
木
幸
子 

準準
優優
勝勝  

ググ
リリ
ーー
ンン
ママ
ンン
22002255  

岡
戸 

勉
・
宇
田
川
悦
子
・
西
浦
猛
士 

第第
三三
位位  

ププ
ンン
トト
デデ
ルル
スス  

石
﨑
揮
一
・
西
川
鉱
史
・
劉 

婷 
 

ボボ
ッッ
チチ
ャャ  

優優  

勝勝  

スス
ワワ
ンン  

白
井
基
仁
・
福
島
直
美
・
福
島
祐
二 

準準
優優
勝勝  

中中
二二
きき
りり
ぎぎ
りり
すす  

田
中
友
子
・
池
田
洋
子
・
加
藤
美
智
子 
 

輪輪
投投
げげ(

60
歳
以
上
の
部)    

優優  

勝勝  

上上
落落
合合
東東
部部
長長
寿寿
会会
ＡＡ  

石
川
輝
子
・
三
浦
み
や
子
・
野
坂
政
夫 

準準
優優
勝勝  

三三
幸幸
悦悦  

((

み
さ
え))  

筒
井
三
栄
子
・
時
崎
幸
子
・ 

宇
田
川
悦
子 

第第
三三
位位  

尚尚
寿寿
会会
ＡＡ  

黒
川
い
く
子
・
高
井
文
子
・
久
世
米
子 

最最
多多
得得
点点
者者  

71
点 

三
浦
み
や
子(

上
落
合
東
部
長
寿
会
Ａ)  

  

第
45
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
中

央
大
会
は
12
月
14
日(

日)

新
宿
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催 

 

◆ 
中中
落落
合合
三三
丁丁
目目
やや
よよ
いい
町町
会会  

  

消
防
・
防
災
用
品
の
体
験
展
示
会
が

11
月
16
日(

日)

に
や
よ
い
公
園
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

① 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
技
体
験 

② 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
実
演 

③ 

公
園
内
貯
水
槽 

か
ら
の
放
水
訓
練 

④ 

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
と
電
源
の
紹
介 

⑤ 

発
電
機
と
バ
ル
ー
ン
照
明(

広
範
囲

を
明
る
く
照
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す) 

⑥ 

か
ま
ど
ベ
ン
チ
（
公
園
の
ベ
ン
チ
が

か
ま
ど
に
変
身) 

多
く
の
方

が
体
験
や
展

示
品
等
を
て
、

救
命
講
習
へ

の
参
加
や
各

家
庭
に
お
け

る
防
災
物
品

等
の
必
要
性

や
、
地
域
住
民

が

共

に

消

防
・
防
災
に
つ

い
て
意
識
を

高
め
、
自
分
た

ち
が
救
助
・
消

火
・
震
災
後
の

生
活
な
ど
に
少
し
で
も
生
か
せ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。 

Ⅾ級ポンプの放水体験と 
スタンドパイプの展示 
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ち
ょ
っ
と
雑
学 

  

★

西
暦
下
３
桁
か
ら
０
１
８(

れ
い
わ)

を
引
く
と
和
暦
換
算
で
き
る
。

 

★

宝
く
じ
は
連
番
よ
り
も
バ
ラ
の
方
が

約
2.5
倍
当
た
り
や
す
い
。

宝
く
じ
を
10
枚
買
っ
た
時
、
当
た
る
確

率
は･･･

「
連
番
」
で
は
「
1,000
万
分
の
12
」。

バ
ラ
だ
と
「
1,000
万
分
の
30
」
だ
か
ら
。

 
 

★

切
手
を
舐
め
る
と
２
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

太
る
と
い
う
。

 

★

人
は
び
っ
く
り
す
る
だ
け
で
レ
モ
ン

３
個
分
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
失
う
。

 

★

ホ
ラ
ー
映
画
を
観
る
と
、
約
１００
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
消
費
さ
れ
る
。

 

★

入
浴
中
に
眠
く
な
る
時
は
、
睡
魔
で
は

な
く
失
神
に
近
い
の
で
要
注
意
！

温
泉
旅
館
の
客
室
に
お
茶
と
茶
菓
子
を

置
い
て
あ
る
の
は
、
低
血
糖
や
貧
血
で
倒

れ
に
く
く
す
る
た
め
。

 

★

マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
を
持
ち
歩
い

て
逮
捕
さ
れ
た
人
が
い
る
。
ピ
ッ
キ
ン
グ

防
止
法
の
指
定
侵
入
工
具
に
定
め
ら
れ

て
い
る
た
め
。
プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
は

OK
。

 

★

ス
マ
ホ
のGoogle

検
索
で
、「
１
回
転
」

と
検
索
す
る
と
？ 

試
し
て
み
て
！

 

★

ス
マ
ホ
のGoogle

検
索
で
、「
隕
石
」

と
検
索
す
る
と
？ 

や
っ
て
や
っ
て
！

★

人
の
命
を
奪
う
生
物
で
多
い
も
の
は
、

1
位
＝
蚊
、
2
位
＝
人
、
3
位
＝
蛇
。

 

★

蚊
は
、
叩
こ
う
と
し
た
人
間
を
記
憶
し

て
い
る
。

 

★

蚊
に
襲
わ
れ
や
す
い
人
は
、
足
が
臭
い

傾
向
が
あ
る
。（
抗
菌
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
綺

麗
に
し
よ
う
！
）

 

★

純
金
１
kg
、
北
海
道
よ
り
沖
縄
の
方

が
1
グ
ラ
ム
軽
い
。

そ
の
理
由
は
、
赤
道
に
近
い
方
が
遠
心
力

が
強
く
、
結
果
的
に
物
が
軽
く
な
る
た
め
。

 
 

★

東
京
タ
ワ
ー
の
鉄
骨
は
ア
メ
リ
カ
軍

の
戦
車
を
潰
し
て
作
っ
た
。

 

★

ロ
ブ
ス
タ
ー
は
理
論
上
不
老
不
死
！
、

な
ぜ
な
ら
ば
、
内
臓
ご
と
脱
皮
す
る
た
め
、

何
年
経
っ
て
も
老
化
し
な
い
。

 

★

蝶
の
味
覚
器
官
は･･･

花
に
と
ま
っ
て

足
で
味
見
し
て
い
る
。

 

★

ド
リ
ン
ク
バ
ー
で
元
を
取
る
に
は
、
約

40
杯
飲
む
こ
と
。(

程
々
に
！)

自
己
責
任
で
ど
ー
ぞ
。

 

★

平
均
的
な
信
号
待
ち
時
間
は
、
一
生
で

180
日
間
。

 

★ 

「
一
富
士
・
二
鷹
・
三
茄
子
に
続
け
て
、

四
扇

お
う
ぎ

・
五
多
波

た

ば

姑こ

・
六
座
頭

ざ

と

う

」
と
は
、

徳
川
家
康
が
町
お
こ
し
の
為
に
駿
河
名

物
を
並
べ
た
言
葉
。

ミミ
ニニ
知知
識識
でで
豊豊
かか
なな
人人
生生
をを
！！

歳歳
時時
記記  

馬馬  

22002266
年年
のの
干干
支支

え

と 

は 

午(

う
ま)

年
に

あ
た
る
。
そ
こ
で
馬
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
。元

々
、
野
生
種
だ
っ
た
も
の
を
人
間
に

よ
っ
て
家
畜
化
さ
れ
、
乗
用
・
競
走
・
農

耕
・
運
送
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

時
の
権
力
者
は
こ
の
馬
の
能
力
を
軍
事
に

利
用
し
た
。
も
し
、
馬
が
い
な
か
っ
た
ら

世
界
の
歴
史
は
変
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

13
世
紀
半
ば
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
率

い
る
蒙
古
軍
は
騎
馬
隊
と
近
代
兵
器
を
駆

使
し
て
、
東
は
朝
鮮
か
ら
西
は
モ
ス
ク
ワ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
支
配
下
に
置
い
て
大
帝

国
を
築
い
た
。
だ
が
、
孫
の
フ
ビ
ラ
イ
が

日
本
侵
攻
を
企
て
た
が
海
と
嵐
に
阻
ま
れ

て
失
敗
、
こ
の
こ
と
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の

衰
退
の
一
因
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

18
～
19
世
紀
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
は
合

衆
国
の
建
国
か
ら
西
部
開
拓
に
至
る
ま
で
、

馬
無
く
し
て
は
語
れ
な
い
。
も
し
、
馬
が

い
な
け
れ
ば
100
年
以
上
開
発
が
遅
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

日
本
で
も
戦
国
時
代
、
天
下
人
に
よ
る

馬
揃
え
が
頻
繫
に
行
わ
れ
た
。
現
代
の
軍

事
パ
レ
ー
ド
に
あ
た
り
、
多
く
の
駿
馬
を

集
め
る
こ
と
に
よ
り
天
下
に
力
を
誇
示
し

た
。
20
世
紀
半
ば
ま
で
戦
争
が
お
き
る
た

び
馬
は
先
陣
を
切
り
、
近
代
兵
器
の
前
に

倒
れ
て
行
っ
た
。
今
で
は
競
馬
場
か
牧
場

で
し
か
馬
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
が
、
漢
字
や
慣
用
語
の
中
に
、
多
く
の

馬
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

漢
字
…
駅
・
駐
・
騎
・
駆
・
駄
・
駿
・
駒

験
・
騒
・
駱
駝
・
驢
馬
・
騾
馬
・

馬
力
ほ
か
30
字
以
上

慣
用
語
…
馬
乗
り
・
馬
の
骨
・
当
て
馬
・

馬
並
み
・
馬
肥
ゆ
・
馬
が
合
う
・

馬
の
耳
に
念
仏
・
馬
の
耳
に
風
（

馬
耳
東
風
）・
馬
脚
を
露
す
等
々

江
戸
時
代
、
六
観
音
の
一
つ
で
頭
上
に
馬

頭
を
頂
い
た
「
馬
頭
観
音
」
は
馬
の
無
病

息
災
の
守
り
神
と
し
て
、
又
、
馬
と
共
に

生
活
す
る
人
々
の
安
全
や
道
中
祈
願
な
ど

広
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
。

干
支
と
は
古
代
中
国
の
暦
が
日
本
に
伝

わ
り
、
字
の
読
め
な
い
人
で
も
わ
か
る
よ

う
に
、
動
物
が
当
て
は
め
ら
れ
た
。
年
月

日
だ
け
で
な
く
、
時
刻
や
方
角
に
も
使
わ

れ
た
。
干
支
は
十
二
支
と
十
干
（
じ
っ
か

ん
）
の
組
み
合
わ
せ
で
60
年
に
一
度
巡
っ

て
く
る
。

2026
年
は
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）。
60
年
前
、

悪
い
迷
信
の
た
め
出
生
率
が
下
が
っ
て
し

ま
っ
た
。
丙
午
の
年
は
火
事
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
火
の
用
心
！

雀雀
のの
子子  

そそ
ここ
のの
けけ  

そそ
ここ
のの
けけ  

  

御御
馬馬
がが
通通
るる  

（（
一一
茶茶
））  


